
2023

№179
12月定例会
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今月の表紙「雪灯籠まつり」作者：天童市立第二中学校　総合文化部２年　小野寺　絆さん

あかるい未来へ―

議会改革　中学生との意見交換会

未来に花咲く種を探して　常任委員会行政視察

特集1

特集2

てて 市議会だよりんどうんどう
市政をもっと身近に！わかりやすく！市政をもっと身近に！わかりやすく！



中学生中学生とのとの 意見交換会意見交換会を開催を開催
■
市
議
会
で
は
初
の
試
み

■
市
議
会
で
は
初
の
試
み

■■
テ
ー
マ
は「
ま
ち
づ
く
り
の
課
題
」

テ
ー
マ
は「
ま
ち
づ
く
り
の
課
題
」

■
若
者
目
線
の
課
題
を
発
見

■
若
者
目
線
の
課
題
を
発
見

　
市
議
会
で
は
毎
年
、
各
市
立
公

民
館
で
議
会
報
告
・
意
見
交
換
会

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
今
年
度
は

議
会
改
革
の
一
環
と
し
て
、
未
来

を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
ま
ち
づ
く

り
や
政
治
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら

う
と
と
も
に
、
議
会
を
身
近
に
感

じ
て
も
ら
う
た
め
、
市
内
の
中
学

生
、
高
校
生
と
の
意
見
交
換
会
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

日
ご
ろ
感
じ
て
い
る

ま
ち
づ
く
り
の
課
題
を

教
え
て
く
だ
さ
い

　
中
学
生
か
ら
は
、
日
ご
ろ
の
生
活
で
感
じ
た
課
題
と
し
て
、
通

学
路
の
街
路
灯
を
増
設
し
て
ほ
し
い
箇
所
や
、
ご
み
の
ポ
イ
捨
て

が
多
い
場
所
が
あ
る
こ
と
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
場
所
を
増
や
し
て
ほ

し
い
な
ど
の
意
見
が
挙
が
り
ま
し
た
。
議
員
か
ら
は
、
市
へ
の
要

望
の
方
法
や
、
課
題
の
解
決
に
は
市
の
予
算
が
必
要
で
あ
る
ほ

か
、
市
民
の
理
解
と
協
力
が
大
切
で
あ
る
こ
と
な
ど
、
課
題
解
決

の
方
策
を
説
明
し
ま
し
た
。

　
先
に
行
わ
れ
た
天
童
高
校
に

続
き
、
市
内
の
中
学
生
と
意
見

交
換
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

「
中
学
生
が
日
ご
ろ
感
じ
て
い

る
身
近
な
ま
ち
づ
く
り
の
課

題
」
を
テ
ー
マ
に
意
見
を
交

換
。
中
学
生
か
ら
の
課
題
や
意

見
に
対
し
て
議
員
も
意
見
を
述

べ
て
問
い
掛
け
を
し
て
、
内
容

を
掘
り
下
げ
て
い
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
パ
ル
テ
内
に
誰
で
も
使
え
る
学
習
ス
ペ
ー
ス
が
整
っ
て

い
る
こ
と
や
、
子
ど
も
の
医
療
費
無
料
化
事
業
で
助
か
っ
て
い
る

こ
と
な
ど
、
市
の
取
組
み
を
評
価
す
る
意
見
も
多
く
出
ま
し
た
。

　
初
め
は
中
学
生
も
緊
張
し
た
様
子
で
し
た
が
、
時
間
が
経
つ
に

つ
れ
て
打
ち
解
け
て
い
き
、
積
極
的
に
手
を
挙
げ
て
発
言
す
る
姿

も
見
ら
れ
る
な
ど
、
活
発
な
意
見
交
換
会
と
な
り
ま
し
た
。
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特集1 中学生中学生とのとの 意見交換会意見交換会を開催を開催議会改革

■
中
学
生
か
ら
出
さ
れ
た
主
な
意
見

■
中
学
生
か
ら
出
さ
れ
た
主
な
意
見

終了後、参加者から、「意見交換会
を機に家族で市の課題について話し
合った。」「地域の意見を伝えられた
ので良かった。」という声も聞かれ
ました。

〇
若
者
の
防
災
意
識
が
低
い
と
感
じ
る
。

〇
信
号
機
の
な
い
横
断
歩
道
で
止
ま
っ
て
く
れ
る
車
が
少
な
い
。

〇�

若
い
世
代
は
将
棋
に
触
れ
る
機
会
が
少
な
く
伝
統
が
な
く
な
っ

て
し
ま
う
こ
と
が
心
配
。も
っ
と
Ｐ
Ｒ
に
力
を
入
れ
て
ほ
し
い
。

〇�

電
車
の
本
数
が
少
な
く
不
便
を
感
じ
る
。
増
や
せ
ば
便
利
に
な

る
と
思
う
。

〇
通
学
路
の
除
雪
が
行
き
届
い
て
い
な
い
所
が
あ
る
。
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開放感のある最新鋭の図書館

高齢者向けスマホ教室の現場を視察

特　集2特　集2
未来に花咲く種を探して未来に花咲く種を探して

常任委員会 行政視察常任委員会 行政視察

視察先と視察内容

総務教育常任委員会（１０月２４日～２６日）

　１０月２４日から２８日にかけて、総務教育・環境福祉・経済建設常任委員会の行政視察が、それぞ
れ３日間の日程で実施されました。コロナ禍のため３年ぶりとなった視察では、各委員会がそれ
ぞれの分野でより良いまちづくりの「種」となる取組みを研究してきました。

総務教育常任委員会
○愛知県小

こ
牧
まき
市

　�小牧市中央図書館の取組みに
ついて

○長崎県大
おお
村
むら
市

　�こども未来館「おむらんど」
について

○福岡県糸
いと
島
しま
市

　空き家対策について

○岐阜県下
げ
呂
ろ
市

　�教職員の働き方改革の取組み
について

○長崎県長
なが
崎
さき
市

　�デマンド交通（乗り合いタク
シー）について

○福岡県朝
あさ
倉
くら
市

　�グリーンツーリズムの取組み
について

○愛知県東
ひがし
浦
うら
町

�　ＤＸ推進事業の取組みについて
○佐賀県唐

から
津
つ
市

　�唐津市民病院きたはたの地域
医療における役割と健全経営
の取組みについて

○福岡県中
なか
間
ま
市

　中間市観光基本計画について

環境福祉常任委員会 経済建設常任委員会

■
カ
フ
ェ
も
あ
る
Ｉ
Ｔ
図
書
館�

�

（
愛
知
県
小
牧
市
）

　
地
下
１
階
地
上
４
階
建
て
、
テ

ラ
ス
の
あ
る
モ
ダ
ン
な
外
観
。
館

内
は
一
人
掛
け
の
席
が
多
く
、

ゆ
っ
た
り
と
座
れ
る
多
種
多
様
な

座
席
を
備
え
、
Ｗ
ｉ–

Ｆ
ｉ
環
境

が
整
備
さ
れ
、
持
ち
込
み
の
パ
ソ

コ
ン
が
使
え
る
よ
う
コ
ン
セ
ン
ト

が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
電
子
書
籍

の
導
入
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
Ｉ

Ｔ
化
が
進
ん
で
お
り
、
カ
フ
ェ
も

出
店
し
て
い
る
。

■
中
学
校
４
時
半
下
校
の
挑
戦

�

（
岐
阜
県
下
呂
市
）

　

教
職
員
の
超
過
勤
務
と
、
生
徒

が
下
校
後
に
自
分
の
時
間
が
な
く
、

睡
眠
時
間
が
足
り
な
い
と
い
う
現

状
か
ら
、
平
日
の
部
活
の
時
間
を

ど
う
に
か
し
た
い
と
の
課
題
に
対

し
、
４
時
半
下
校
が
発
案
さ
れ
、

従
来
の
掃
除
や
行
事
等
の
時
間
も

含
め
て
見
直
し
を
行
っ
た
。
そ
れ

で
も
年
間
授
業
日
数
を
確
保
で
き

る
見
通
し
で
実
施
さ
れ
て
い
る
。

■
Ｄ
Ｘ 

高
齢
者
を
サ
ポ
ー
ト

�

（
愛
知
県
東
浦
町
）

　
高
齢
者
ス
マ
ホ
教
室
は
、
１
回

６
名
定
員
で
、
基
礎
講
座
と
応
用

講
座
を
１
日
４
回
、
６
カ
所
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
で
開
催

し
て
い
る
。
視
察
し
た
現
場
で
は

１０
人
ほ
ど
の
受
講
者
に
３
人
の
講

師
が
対
応
し
て
い
た
。
デ
ジ
タ
ル

社
会
の
今
日
、
ス
マ
ホ
を
利
用
し

て
い
な
い
人
た
ち
に
い
か
に
し
て

持
っ
て
も
ら
う
か
が
課
題
で
あ
る
。

�

（
委
員
長　
山
崎
諭
）

- 4 -



子どもたちの安全で楽しい遊び場を見学

乗り合いタクシー事業等の説明を傾聴

グリーンツーリズムの事例を伺う

地元ガイドから観光資源の説明を受ける

環境福祉常任委員会（１０月２６日～２8日）

経済建設常任委員会（１０月２６日～２8日）

■
子
育
て
支
援
の
屋
内
遊
具
場

�

（
長
崎
県
大
村
市
）

　
大
村
市
は
、
人
口
約
１０
万
人
、

世
界
初
の
海
上
空
港
で
あ
る
長
崎

空
港
が
あ
る
。
親
子
が
季
節
や
天

候
に
左
右
さ
れ
ず
、
自
由
に
集
い

遊
べ
る
場
と
し
て
、
既
存
の
ビ
ル

施
設
に
屋
内
遊
具
場
「
お
む
ら
ん

ど
」
を
整
備
し
た
。
保
護
者
同
士

の
交
流
や
子
育
て
相
談
、
交
流
イ

ベ
ン
ト
企
画
な
ど
も
行
っ
て
い
た
。

■
デ
マ
ン
ド
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー

�

（
長
崎
県
長
崎
市
）

　
長
崎
市
は
、
人
口
約
４０
万
人
、

戦
時
中
の
昭
和
２０
年
８
月
９
日
、

原
子
爆
弾
が
投
下
さ
れ
た
ま
ち
で

あ
る
。
各
種
公
共
交
通
が
運
行
さ

れ
て
い
る
が
、
対
応
で
き
な
い
エ

リ
ア
の
移
動
手
段
と
し
て
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
や
予
約
型
乗
り

合
い
タ
ク
シ
ー
で
カ
バ
ー
し
て
い

る
。
運
行
時
間
は
、
朝
７
時
か
ら

夜
７
時
ま
で
と
長
く
、
参
考
に
し

た
い
。

■
医
療
介
護
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

�

（
佐
賀
県
唐
津
市
）

　
唐
津
市
は
、
人
口
約
１２
万
人
、

呼
子
イ
カ
、
唐
津
く
ん
ち
な
ど
が

有
名
。
唐
津
市
民
病
院
は
、
医
療

と
介
護
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
運
営

し
、
大
き
な
病
院
や
開
業
医
院
と

も
連
携
し
て
患
者
の
紹
介
や
逆
紹

介
も
行
っ
て
お
り
、
地
域
密
着
型

の
ハ
ブ
病
院
と
し
て
、
医
療
、
介

護
、
福
祉
を
切
れ
目
な
く
提
供

し
、
健
全
運
営
を
行
っ
て
い
る
。�
�

（
委
員
長　
水
戸
芳
美
）

■
空
き
家
対
策

�

（
福
岡
県
糸
島
市
）

　
糸
島
市
は
、
人
口
約
１０
万
人
。

１
５
０
万
人
を
抱
え
る
福
岡
市
や

佐
賀
県
佐
賀
市
と
も
隣
接
し
、
人

口
は
、微
増
し
て
い
る
。し
か
し
、

自
然
動
態
で
の
減
少
で
空
き
家
も

増
加
傾
向
に
あ
る
。
平
成
２８
年
に

「
糸
島
市
空
き
家
等
対
策
計
画
」

を
策
定
し
、
令
和
３
年
に
改
訂
。

空
き
家
対
策
は
、
地
方
自
治
体
の

課
題
で
あ
る
。

■
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
取
組
み

�

（
福
岡
県
朝
倉
市
）

　
朝
倉
市
は
、
福
岡
市
の
南
東
部

に
位
置
し
、
人
口
約
５
万
人
。
朝

倉
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
議
会

は
、
こ
の
恵
ま
れ
た
環
境
を
活
用

し
て
い
ろ
い
ろ
な
体
験
メ
ニ
ュ
ー

を
整
備
し
、
都
会
の
住
民
と
の
交

流
事
業
や
小
中
高
校
生
の
体
験
学

習
事
業
を
積
極
的
に
実
施
し
て
い

る
。
民
間
活
力・老
人
力
に
拍
手
。

■
中
間
市
観
光
基
本
計
画

�

（
福
岡
県
中
間
市
）

　
中
間
市
は
、
福
岡
県
の
北
部
に

位
置
し
、
北
九
州
市
と
隣
接
す
る

面
積
１５
・
９６
平
方
㌔
㍍
、
人
口
約

４
万
人
の
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
で

あ
る
。「
遠
賀
川
水
源
地
ポ
ン
プ

室
」
は
平
成
２７
年
に
世
界
遺
産
に

登
録
さ
れ
た
。
町
全
体
が
サ
ー
ビ

ス
エ
リ
ア
と
な
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
る
。
市
民
が
ま
ち
を
知
り
、

ガ
イ
ド
す
る
取
組
み
は
良
か
っ
た
。

�

（
委
員
長　
武
田
正
二
）
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１２ 月定例会１２ 月定例会
　令和４年度第６回市議会定例会（１２月定例
会）は、１２月５日から１２月１９日までの１５日間
の会期で開かれました。
　市長から提出された人事議案４件について
は初日の本会議で採決が行われました。その
ほか、令和４年度一般会計補正予算をはじめ
とする予算議案８件及び条例議案等１２件につ
いては、予算特別委員会及び所管常任委員会
に付託され、１２月１９日の本会議に採決が行わ
れました。
　また、１２月１９日の本会議に補正予算案及び
条例議案各１件が提出され、採決が行われま
した。
（採決結果は１４ページに掲載してあります。）

　市政に対する一般質問は、１２月８日・９日の２日間の日程で、１０人の議員が行いました。
　魅力ある観光都市づくりや、子どもたちの安全安心への取組みなどについて、市長や
教育長等の見解を求めました。※議員の原稿をそのまま掲載しています。

【 審 査 日 程 】
月　日 内　　容

１２／５（月） 本会議（�会期の決定、提案理由の説明、予
算特別委員会の設置など）

１２／８（木）
１２／９（金） 本会議（市政に対する一般質問）

１２／１２（月） 総務教育常任委員会（付託案件の審査）
環境福祉常任委員会（付託案件の審査）

１２／１３（火） 経済建設常任委員会（付託案件の審査）

１２／１４（水） 予算特別委員会（付託案件の審査）

１２／１５（木） 予算特別委員会（討論、表決）

１２／１９（月） 本会議（委員長報告、質疑、討論、表決など）

質
問
者
と
質
問
事
項

【
三
宅
　
和
広 

議
員
】

�

高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
が
運
転
す
る
自

動
車
に
よ
る
交
通
事
故
を
減
ら
す

取
組
み
に
つ
い
て

�

教
員
の
長
時
間
労
働
に
つ
い
て

【
笹
原
　
隆
義
　
議
員
】

�

本
市
の
人
口
増
加
に
関
す
る
施
策

に
つ
い
て

【
渡
辺
　
博
司
　
議
員
】

�

魅
力
あ
る
観
光
都
市
づ
く
り
に
つ

い
て

【
石
垣
　
昭
一 

議
員
】

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
つ
い
て

【
伊
藤
　
和
子 

議
員
】

�

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
の
現
状

と
改
善
策

�
街
区
公
園
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

て
ん
ど
う
創
生
の
会

日
本
共
産
党
天
童
市
議
団

インターネットで議会中継

www.city.tendo.yamagata.jp

【
武
田
　
正
二
　
議
員
】

�

地
籍
調
査
に
つ
い
て

�

将
棋
タ
イ
ト
ル
戦
の
招
致
に
つ
い
て

【
鈴
木
　
照
一
　
議
員
】

�

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
に
つ
い
て

�

子
ど
も
た
ち
の
安
全
安
心
に
つ
い
て

�

本
市
の
特
色
を
活
か
し
た
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て

【
五
十
嵐
　
浩
之 

議
員
】

�

本
市
に
お
け
る
無
電
柱
化
の
計
画

に
つ
い
て

�

温
泉
地
区
を
温
泉
の
ま
ち
ら
し
い

町
名
に

【
野
口
　
さ
つ
き 

議
員
】

�

子
宮
頸
が
ん
予
防
に
つ
い
て

�

子
宮
頸
が
ん
検
診
に
つ
い
て

【
松
田
　
光
也
　
議
員
】

�

本
市
の「
ご
み
の
な
い
、住
み
よ
い

美
し
い
ま
ち
づ
く
り
」に
つ
い
て

清
新
会

会
派
に
所
属
し
て
い
な
い
議
員

市政に対する一般質問
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１２月定例会　一般質問１２月定例会　一般質問

ペ
ダ
ル
踏
み
間
違
い
に
よ
る

ペ
ダ
ル
踏
み
間
違
い
に
よ
る

交
通
事
故
防
止
を

交
通
事
故
防
止
を

Q
本
市
で
は
、
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の
事
故
を
防

ぐ
た
め
に
運
転
免
許
証
の
返
納
を
進
め
て
お

り
、
そ
の
た
め
に
、
ド
モ
ス
や
タ
ク
シ
ー
の
利

用
券
を
交
付
す
る
取
組
み
を
進
め
て
い
る
。
高

齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の
事
故
を
防
ぐ
対
策
の
基
本
は

免
許
証
の
返
納
で
あ
る
。
今
後
も
免
許
証
の
返

納
を
積
極
的
に
勧
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
し
か
し
、
近
く
に
普
段
の
買
い
物
を
す
る
と

こ
ろ
が
な
い
、
高
齢
者
だ
け
の
世
帯
で
あ
る
、

農
業
を
続
け
る
た
め
に
ど
う
し
て
も
軽
ト
ラ
が

必
要
で
あ
る
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
返
納
を
た

め
ら
っ
て
い
る
方
が
い
る
の
で
は
な
い
か
。
そ

う
し
た
事
情
が
あ
る
高
齢
者
が
ペ
ダ
ル
踏
み
間

違
い
に
よ
る
悲
惨
な
交
通
事
故
を
起
こ
さ
な
い

た
め
に
、
後
付
け
の
「
ペ
ダ
ル
踏
み
間
違
い
急

発
進
抑
制
装
置
」
を
設
置
し
た
際
に
補
助
金
を

支
給
し
、
そ
の
普
及
に
努
め
て
は
ど
う
か
。

A
運
転
免
許
証
の
自
主
返
納
へ
の
誘
導
を
行
い

な
が
ら
、「
ペ
ダ
ル
踏
み
間
違
い
急
発
進
抑
制

装
置
」
に
つ
い
て
も
高
齢
者
教
室
等
で
高
齢
者

に
周
知
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
同
居
さ
れ
て

い
る
家
族
向
け
の
周
知
に
つ
い
て
も
考
え
て
い

き
た
い
。

渡わ
た

辺な
べ

　
博ひ

ろ

司し

議
員

Q
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
婚
活
の
ニ
ー
ズ
は
非
常

に
高
い
。
結
婚
が
増
え
れ
ば
子
ど
も
の
増
加
も
期

待
で
き
る
。
婚
活
を
開
催
す
る
団
体
へ
の
補
助
だ

け
で
な
く
市
が
自
ら
他
市
町
と一
緒
に
婚
活
イ
ベ

ン
ト
を
開
い
て
出
会
い
の
場
を
創
出
す
べ
き
で
は
。

A
婚
活
の
出
会
い
の
場
を
提
供
す
る
こ
と
は
重

要
度
が
高
く
、行
政
課
題
で
も
あ
る
。近
隣
市
、

各
種
団
体
な
ど
に
呼
び
掛
け
て
い
き
た
い
。

Q
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
（
移
住
定
住
）
の
対
策
は
。

A
移
住
相
談
窓
口
を
設
け
情
報
提
供
し
、
移
住

定
住
担
当
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
採
用
し
て

窓
口
強
化
を
図
っ
て
い
る
。
首
都
圏
の
移
住
セ

ミ
ナ
ー
に
参
加
し
、
１
泊
２
日
の
移
住
体
験
ツ

ア
ー
の
実
施
や
、
お
試
し
滞
在
補
助
制
度
を
設

け
て
い
る
。

Q
仙
台
圏
は
有
望
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
で
あ
り
、
特

に
子
育
て
・
若
い
世
代
へ
ア
ピ
ー
ル
で
き
れ
ば
と

思
う
。
た
だ
本
市
単
独
で
ア
ピ
ー
ル
す
る
の
は

難
し
い
の
で
、
広
域
連
携
で
仙
台
圏
の
方
々
に

来
て
も
ら
え
る
よ
う
進
め
て
も
ら
い
た
い
。

A
仙
台
圏
は
東
北
で
一
番
人
口
の
多
い
場
所
な

の
で
、
移
住
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
対
象
と
し
て
考

え
て
い
る
。

本
市
の
人
口
増
加
に
向
け
た

本
市
の
人
口
増
加
に
向
け
た

積
極
策
を
展
開
す
べ
き

積
極
策
を
展
開
す
べ
き

フ
ッ
ト
パ
ス
で

フ
ッ
ト
パ
ス
で

観
光
都
市
づ
く
り
を

観
光
都
市
づ
く
り
を

Q
フ
ッ
ト
パ
ス
と
は
、
地
域
に
昔
か
ら
あ
る
風

景
を
楽
し
み
な
が
ら
歩
く
小こ

径み
ち

の
こ
と
で
あ

る
。
散
歩
の
イ
メ
ー
ジ
に
近
い
が
、
の
ん
び
り

歩
く
こ
と
で
健
康
維
持
や
人
的
交
流
、
観
光
等

の
地
域
活
性
化
（
経
済
効
果
）
に
つ
な
が
る
と

考
え
て
い
る
。
当
市
に
お
け
る
フ
ッ
ト
パ
ス
事

業
の
検
討
状
況
は
。

A
地
域
づ
く
り
委
員
会
や
市
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
、
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
等
が
既
に
取

り
組
ん
で
お
り
、
今
後
も
支
援
し
て
い
き
た
い
。

Q
当
市
独
自
の
風
景
を
楽
し
め
る
環
境
づ
く
り

が
大
切
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
新
た
な

取
組
み
に
対
し
て
、
行
政
の
関
わ
り
方
は
。

A
大
変
有
意
義
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
お

り
、
引
き
続
き
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
い
き
た
い
。

Q
各
地
区
の
地
域
づ
く
り
委
員
会
に
協
力
を
お

願
い
し
、
地
区
民
・
地
域
一
体
と
な
っ
て
当
市

独
自
の
フ
ッ
ト
パ
ス
事
業
を
推
進
す
べ
き
で
は
。

１

詳しくはコチラ

２

詳しくはコチラ

３

詳しくはコチラ

三み

宅や
け

　
和か

ず

広ひ
ろ

議
員

笹さ
さ

原は
ら

　
隆た

か

義よ
し

議
員

A
地
域
活
性
化
の
た
め
に
さ

ま
ざ
ま
な
人
の
交
流
が
図
ら

れ
る
事
業
や
、
地
域
の
史
跡

等
を
歩
い
て
回
る
事
業
等
を

支
援
し
て
い
き
た
い
。
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「二千局盤来２０１８」のモニュメント（舞鶴山）

石い
し

垣が
き

　
昭し

ょ
う

一い
ち

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の

周
知
に
努
め
る

周
知
に
努
め
る

議
員

Q
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
導
入
で
、
自
治
体
の
発
注

を
受
け
た
事
業
者
が
、
イ
ン
ボ
イ
ス
を
発
行
で

き
な
い
こ
と
を
理
由
に
、
取
引
か
ら
除
外
さ
れ

る
恐
れ
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
事
業
者
へ
の
影
響
と
本

市
の
対
応
は
。

A
イ
ン
ボ
イ
ス
発
行
事
業
者
と
な
る
た
め
令
和

５
年
３
月
３１
日
ま
で
に
登
録
申
請
が
必
要
と
な

る
。

　
本
市
が
イ
ン
ボ
イ
ス
登
録
を
し
て
い
な
い
事

業
者
へ
業
務
発
注
し
た
場
合
、
イ
ン
ボ
イ
ス
の

交
付
を
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
公
営
企
業

会
計
等
に
お
い
て
仕
入
税
額
控
除
が
で
き
ず
、

消
費
税
負
担
額
が
増
加
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ

る
。

　
国
で
は
事
業
者
等
が
イ
ン
ボ
イ
ス
登
録
を
行

わ
な
い
こ
と
を
理
由
と
す
る
取
引
き
の
除
外
は

不
適
当
と
の
見
解
を
示
し
て
い
る
。

武た
け

田だ

　
正し

ょ
う

二じ

議
員

Q
２
０
２
０
年
に
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
が

導
入
さ
れ
た
が
、
全
国
で
は
職
員
の
４
割
が
会

計
年
度
任
用
職
員
と
い
わ
れ
て
い
る
。
天
童
市

の
現
状
は
。
一
会
計
年
度
の
任
用
で
３
年
目
を

迎
え
る
来
年
３
月
は
雇
い
止
め
が
危
惧
さ
れ
て

い
る
が
再
度
の
任
用
の
考
え
は
。
ま
た
、
会
計

年
度
任
用
職
員
の
い
ろ
い
ろ
な
声
を
聞
く
機
会

を
ど
う
し
て
い
る
か
伺
う
。

A
会
計
年
度
任
用
職
員
は
学
校
の
す
こ
や
か
ス

ク
ー
ル
支
援
員
等
の
専
門
的
な
業
務
、
窓
口
業

務
な
ど
の
定
型
的
な
業
務
や
時
期
的
に
集
中
す

る
業
務
、
職
員
の
補
助
的
な
業
務
に
配
置
し
て

い
る
。

　
天
童
市
の
正
職
員
は
５
０
９
人
、
再
任
用
職

員
が
７
人
、
会
計
年
度
任
用
職
員
が
３
４
６
人

で
４０
・
１
㌫
。
７
時
間
雇
用
の
職
員
は
１
４
４

人
。

　

再
度
の
任
用
に
つ
い
て
は
、
国
の
基
準
を
参

考
に
、任
用
機
会
の
平
等
の
原
則
、及
び
成
績
主

義
を
踏
ま
え
た
客
観
的
な
能
力
の
実
証
に
基
づ

き
、公
募
に
よ
ら
な
い
方
法
も
可
能
と
し
て
い
る
。

　
配
置
先
の
所
属
長
が
必
要
に
応
じ
て
面
談
を

実
施
し
、
聞
く
機
会
を
設
け
て
い
る
。

伊い

藤と
う

　
和か

ず

子こ

会
計
年
度
任
用
職
員
の

会
計
年
度
任
用
職
員
の

現
状
と
改
善
策
は

現
状
と
改
善
策
は

議
員

将
棋
の
ま
ち
天
童
に

将
棋
の
ま
ち
天
童
に

タ
イ
ト
ル
戦
を

タ
イ
ト
ル
戦
を

Q
本
市
で
は
、
過
去
に
幾
つ
か
の
タ
イ
ト
ル
戦

が
開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら
多
く
の
将
棋
フ
ァ
ン

が
来
童
し
、
経
済
効
果
は
大
き
い
も
の
が
あ
っ

た
。

　
し
か
し
、
近
年
は
残
念
な
が
ら
開
催
は
な
い
。

天
童
市
を
さ
ら
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
、
プ
ロ

棋
士
を
輩
出
す
る
た
め
に
も
、
複
数
の
タ
イ
ト

ル
戦
の
招
致
に
手
を
挙
げ
る
べ
き
と
思
う
が
。

A
タ
イ
ト
ル
戦
の
招
致
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

取
り
組
む
こ
と
が
効
果
的
な
の
か
、
日
本
将
棋

連
盟
か
ら
情
報
を
得
る
と
と
も
に
、
タ
イ
ト
ル

戦
招
致
の
窓
口
と
な
る
天
童
商
工
会
議
所
と
の

連
携
を
強
化
し
て
い
く
。

１２月定例会　一般質問１２月定例会　一般質問

４

詳しくはコチラ

５

詳しくはコチラ

６

詳しくはコチラ

　
関
係
事
業
者
等
に
は
、
国

や
関
係
機
関
な
ど
と
連
携
を

図
り
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に

つ
い
て
の
周
知
を
図
り
、
適

切
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。
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子
ど
も
た
ち
の

子
ど
も
た
ち
の

安
全
・
安
心
の
た
め
に

安
全
・
安
心
の
た
め
に

鈴す
ず

木き

　
照し

ょ
う

一い
ち

議
員

Q
送
迎
バ
ス
の
置
き
去
り
防
止
の
た
め
、
令
和

５
年
４
月
か
ら
幼
児
等
の
送
迎
バ
ス
に
安
全
装

置
の
設
置
が
義
務
化
さ
れ
る
。
本
市
の
現
状
と

対
応
を
伺
う
。

A
市
内
１０
施
設
１６
台
が
運
行
さ
れ
て
い
る
。
１

年
間
の
経
過
措
置
が
設
け
ら
れ
て
い
る
が
、
国

の
補
助
事
業
を
活
用
し
可
能
な
限
り
早
期
に
安

全
装
置
を
装
備
し
、
子
ど
も
の
安
全
・
安
心
の

確
保
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

Q
天
童
市
議
会
と
し
て
は
初
の
試
み
と
な
る
「
市

内
中
学
生
と
の
意
見
交
換
会
」
に
お
い
て
、
通

学
路
の
除
排
雪
に
つ
い
て
貴
重
な
意
見
を
い
た
だ

い
た
。
除
雪
に
よ
り
横
断
歩
道
を
ふ
さ
ぐ
雪
の

山
を
乗
り
越
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
路
肩
に

寄
せ
た
雪
が
道
幅
を
狭
め
る
た
め
、
車
と
す
れ

違
う
と
き
は
と
て
も
危
険
等
々
。
他
に
も
こ
れ
ま

で
寄
せ
ら
れ
た
市
民
の
声
へ
の
対
応
を
伺
う
。

A
市
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
意
見
、
現
場
対
応
の

実
績
を
検
証
し
除
雪
体
制
を
充
実
さ
せ
て
い

く
。
特
に
、
通
学
路
に
お
け
る
除
雪
後
の
道
幅

を
確
保
す
る
た
め
、
通
行
に
支
障
が
生
じ
る
場

合
に
は
、
部
分
的
な
幅
出
し
や
運
搬
除
雪
を
行

い
、
通
学
路
の
安
全
確
保
に
努
め
て
い
く
。

野の

口ぐ
ち

さ
つ
き
議
員

Q
現
在
の
温
泉
地
区
は
平
成
元
年
１１
月
に
「
山

元
中
」
か
ら
「
鎌
田
」
及
び
「
鎌
田
本
町
」
に

変
更
し
て
い
る
。
当
時
は
若
者
を
中
心
に
温
泉

に
ち
な
ん
だ
町
名
に
変
更
を
希
望
す
る
人
が
多

か
っ
た
が
、
希
望
が
か
な
わ
な
か
っ
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
「
い
で
湯
の
ま
ち
天
童
市
」
と

し
て
、
よ
り
一
層
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
、
そ

し
て
地
域
住
民
と
天
童
温
泉
が
一
体
と
な
り
協

力
し
て
盛
り
上
げ
て
い
け
る
環
境
づ
く
り
の
た

め
に
も
、
現
在
の
温
泉
地
区
を
も
っ
と
温
泉
ら

し
い
町
名
に
変
更
し
て
は
ど
う
か
。

A
住
居
表
示
を
実
施
す
る
際
は
、
住
民
の
皆
さ

ま
の
総
意
を
伺
い
、
住
居
表
示
に
関
す
る
法
律

に
基
づ
き
、
で
き
る
だ
け
従
来
の
名
称
に
準
拠

し
て
町
名
を
定
め
て
お
り
、
知
識
経
験
を
有
す

る
方
や
地
域
住
民
で
構
成
す
る
住
居
表
示
審
議

会
で
審
議
し
、
議
会
へ
の
議
案
提
出
と
議
決
を

経
て
告
示
し
て
い
る
。

　
鍬
ノ
町
は
１１
年
間
、
鎌
田
本
町
は
３３
年
間
、

鎌
田
に
つ
い
て
は
そ
れ
以
前
か
ら
の
長
き
に
わ

た
っ
て
使
用
し
て
お
り
、
な
じ
ん
だ
町
名
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
の
で
、
現
時
点
で
は
変
更

す
る
考
え
は
な
い
。

温
泉
地
区
を
も
っ
と
温
泉

温
泉
地
区
を
も
っ
と
温
泉

の
ま
ち
ら
し
い
町
名
に

の
ま
ち
ら
し
い
町
名
に

五い
が
ら
し

十
嵐
浩ひ

ろ

之ゆ
き

議
員

子
宮
子
宮
頸頸け

い
け
い

が
ん
予
防
の

が
ん
予
防
の

対
策
は

対
策
は

Q
子
宮
頸
が
ん
の
予
防
に
は
、
子
宮
頸
が
ん
予

防
ワ
ク
チ
ン
接
種
と
子
宮
頸
が
ん
検
診
を
受
け

る
こ
と
が
大
事
だ
と
考
え
る
。
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ

ン
接
種
は
、
定
期
接
種
対
象
者
へ
の
積
極
的
勧

奨
が
再
開
さ
れ
、
積
極
的
勧
奨
を
差
し
控
え
て

い
た
期
間
に
定
期
接
種
年
齢
を
過
ぎ
た
方
へ

は
、
再
度
接
種
機
会
を
設
け
る
制
度
も
開
始
さ

れ
た
。
本
市
の
積
極
的
勧
奨
の
再
開
に
伴
う
対

応
と
現
状
に
つ
い
て
伺
う
。
ま
た
、
９
価
ワ
ク

チ
ン
の
定
期
接
種
に
つ
い
て
は
。

A
今
年
度
、
定
期
接
種
の
対
象
と
な
る
中
学
１

年
生
か
ら
高
校
１
年
生
相
当
の
女
性
、
及
び
積

極
的
勧
奨
が
控
え
ら
れ
て
い
た
期
間
に
接
種
機

会
を
逃
し
た
平
成
９
年
度
か
ら
１７
年
度
生
ま
れ

の
女
性
に
対
し
、
案
内
と
接
種
券
を
送
付
し
て

い
る
。
１０
月
末
で
定
期
接
種
率
は
令
和
３
年
度

の
同
時
期
よ
り
５
・
８
㌽
増
加
。
９
価
ワ
ク
チ

ン
の
定
期
接
種
が
決
定
し
た
ら
、
個
別
通
知
も

視
野
に
入
れ
準
備
し
て
い
く
。

Q
子
宮
頸
が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
事
業
は
。

A
受
診
率
の
向
上
を
図
る
た
め
２１
歳
と
３６
歳
の

方
に
配
布
し
て
い
る
。

１２月定例会　一般質問１２月定例会　一般質問

７

詳しくはコチラ

８

詳しくはコチラ

９

詳しくはコチラ
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不法投棄が多いところに設置された看板

松ま
つ

田だ

　
光み

つ

也や

本
市
の
ご
み
の
な
い
、

本
市
の
ご
み
の
な
い
、

美
し
い
ま
ち
づ
く
り
は

美
し
い
ま
ち
づ
く
り
は

議
員

Q
本
市
の
市
民
憲
章
は
「
美
し
い
ま
ち
を
つ
く

り
ま
し
ょ
う
」か
ら
始
ま
る
が
、ご
み
の
ポ
イ
捨

て
、山
や
河
川
へ
の
不
法
投
棄
が
後
を
絶
た
な

い
。
本
市
の
現
状
と
防
止
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

A
粗
大
ご
み
系
の
不
法
投
棄
は
例
年
３０
件
弱
あ

る
が
、
ポ
イ
捨
て
は
把
握
が
難
し
い
。
対
策
と

し
て
環
境
衛
生
委
員
と
連
携
し
、
の
ぼ
り
旗
や

看
板
の
設
置
、
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化
し
て
不
法

投
棄
を
さ
れ
な
い
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
て
い
る
。

Q
す
で
に
全
国
で
６
割
以
上
の
自
治
体
が
ポ
イ

捨
て
等
を
禁
止
す
る
条
例
を
制
定
し
て
い
る
。

本
市
も
清
潔
で
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
、
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
を
防
止
す
る
条
例
を
制

定
す
べ
き
と
思
う
が
市
の
考
え
は
。

A
令
和
３
年
度
末
時

１０

詳しくはコチラ

１２月定例会　一般質問１２月定例会　一般質問

請願・陳情の結果請願・陳情の結果
　今定例会に提出された請願を所管常任委員会で審査・採決し、継続審査（※）となりましたが、１２月１９
日の最終日の本会議で採決の結果、下記の賛否一覧表のとおり否決されました。
　このため、本会議を休憩して再度所管常任委員会で審査・採決を行った結果、採択となり、再開された
本会議で採択されました。
※継続審査：議会の会期中に審議を終了できない案件を、閉会中も引き続き審査すること。

件　名 提出者 付託委員会 結 果
シルバー人材センターに対する「適格請求
書等保存方式（インボイス制度）」特例措
置の実施を求める意見書の提出について

公益財団法人
天童市シルバー人材センター
理事長　近藤壽一

総務教育 採択
（全会一致）

点
で
条
例
制
定
率
は

６２
㌫
、
県
内
で
は

４２
・
９
㌫
が
制
定
し

て
い
る
。
市
民
の
意

識
を
高
め
る
た
め
、

条
例
の
制
定
に
つ
い

て
他
の
自
治
体
を
参

考
に
検
討
し
て
い
く
。

議案等に対する議員の賛否一覧表
議席番号
氏　名
会　派

議　　　　　案

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １３ １４ １５ １６ １７ １８ １９ ２０ ２１ ２２
佐
藤
　
孝
一

五
十
嵐
浩
之

野
口
さ
つ
き

古
澤
　
義
弘

熊
澤
　
光
吏

笹
原
　
隆
義

三
宅
　
和
広

遠
藤
　
喜
昭

佐
藤
　
俊
弥

渡
辺
　
博
司

武
田
　
正
二

水
戸
　
芳
美

遠
藤
　
敬
知

狩
野
　
佳
和

松
田
　
光
也

山
口
　
桂
子

山
崎
　
　
諭

石
垣
　
昭
一

鈴
木
　
照
一

水
戸
　
　
保

伊
藤
　
和
子

村
山
　
俊
雄

清 無 無 清 清 て て て 清 て 清 清 清 無 無 清 清 共 清 清 共 無

請陳第１号

シルバー人材センターに対
する「適格請求書等保存方
式（インボイス制度）」特例
措置の実施を求める意見書
の提出について（継続審査
とすることについての採決）

× ○ 〇 欠 × ○ ○ ○ × ○ × × × 〇 ○ × 〇 × × × × 議

※　○＝賛成、×＝反対、欠＝欠席、議＝議長（議長は採決に加わらない。）
※　会派：清＝清新会、て＝てんどう創生の会、共＝日本共産党天童市議団、無＝会派に所属していない議員

　地方自治の発展に顕著な功績があったとして、
伊藤和子議員に令和４年度都道府県議会議員及び
市区町村議会議員総務大臣感謝状が贈呈されまし
た。これは、市議会議員として通算３５年以上在職
した方に対して贈呈されるもので、今年度、県内
では伊藤議員１人が受賞されています。

伊藤和子議員に総務大臣感謝状贈呈
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最近の農業情勢について意見を交換

総
務
教
育

個
人
情
報
保
護
の
運
用
を

全
国
共
通
の
ル
ー
ル
に

総
務
課
長　
個
人
情
報
の
保
護

に
関
す
る
法
律
が
改
正
さ
れ
た

こ
と
に
よ
り
、
個
人
情
報
保
護

に
つ
い
て
全
国
共
通
の
ル
ー
ル

で
運
用
さ
れ
る
た
め
、
従
来
の

天
童
市
個
人
情
報
保
護
条
例
を

廃
止
し
、
新
た
に
天
童
市
個
人

情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
施

行
条
例
を
制
定
す
る
も
の
。

Q
個
人
情
報
の
開
示
請
求
が

あ
っ
た
場
合
の
写
し
の
交
付
に

変
更
が
あ
る
の
か
。

A
写
し
の
交
付
に
要
す
る
費

用
を
受
領
す
る
点
も
同
じ
で
あ

り
、
特
に
変
更
点
は
な
い
。

指
定
管
理
者
の
指
定

生
涯
学
習
課
長　
令
和
５
年
４

月
１
日
か
ら
の
指
定
管
理
者
と

し
て
、
市
立
図
書
館
は
公
益
財

団
法
人 

天
童
市
文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
振
興
事
業
団
を
、
市
西
沼
田

遺
跡
公
園
は
特
定
非
営
利
活
動

法
人 

西
沼
田
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
指
定
す
る
も
の
。

Q
こ
れ
ま
で
指
定
管
理
者
の

公
募
は
行
っ
て
き
た
の
か
。

A
指
定
管
理
者
を
公
募
で
募

集
し
て
き
た
が
、
応
募
し
た
の

は
現
在
指
定
管
理
者
と
な
っ
て

い
る
団
体
の
み
で
あ
っ
た
。
こ

れ
ま
で
の
応
募
状
況
や
現
在
の

団
体
の
実
績
を
踏
ま
え
て
今
回

は
１
団
体
指
名
と
し
た
。

環
境
福
祉

わ
ら
べ
館
の

指
定
管
理
者
の
指
定

子
育
て
支
援
課
長　
令
和
５
年

４
月
１
日
か
ら
５
年
間
の
指
定

管
理
者
と
し
て
、
特
定
非
営
利

活
動
法
人 

子
育
て
支
援
天
の

童
を
引
き
続
き
指
定
す
る
も
の
。

Q
わ
ら
べ
館
の
入
る
パ
ル
テ
は
、

こ
の
た
び
大
規
模
な
改
修
が
行

わ
れ
た
が
、
新
た
に
提
案
さ
れ

た
事
業
プ
ラ
ン
は
あ
る
の
か
。

A
改
修
に
よ
っ
て
充
実
し
た

読
書
・
読
み
聞
か
せ
ス
ペ
ー
ス

の
活
用
を
仕
様
に
盛
り
込
ん
で

い
る
。
団
体
か
ら
は
施
設
を
活

用
し
、
情
操
を
育
む
た
め
の
読

書
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
の
回
数

　１２月定例会では、議案１２件について各常任委員会へ審査を付託しました。
また、最終日１９日の本会議では、各委員長が審査状況について次のとおり
報告しました。

常任委員会　議案を審査しました常任委員会　議案を審査しました

農
業
委
員
等
と
の

農
業
委
員
等
と
の

��

懇
談
会
を
開
催

懇
談
会
を
開
催

委
員

会活動

委
員

会活動　
１１
月
１０
日
、
ホ
テ
ル
王
将
で
、
市
農
業
委
員
会
委
員
及

び
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
と
の
農
業
振
興
懇
談
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
懇
談
会
で
は
、
担
い
手
へ
の
農
地
利
用
の
集
積
・
集
約

経
済
建
設
常
任
委
員
会

経
済
建
設
常
任
委
員
会

や
内
容
の
充
実
に
努
め
た
い
と

の
提
案
を
受
け
て
い
る
。

経
済
建
設

手
数
料
条
例
を

一
部
改
正

都
市
計
画
課
長　
建
築
基
準
法

及
び
租
税
特
別
措
置
法
の
一
部

改
正
に
伴
い
、
引
用
条
項
を
整

理
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

Q
条
例
の
改
正
に
よ
っ
て
申

請
等
に
影
響
は
あ
る
の
か
。

A
影
響
す
る
も
の
は
な
い
。

化
や
遊
休
農
地
の
発
生

防
止
と
解
消
、
新
規
参

入
の
促
進
な
ど
、
１０
月

に
市
農
業
委
員
会
が
市

長
へ
提
出
し
た
意
見
書

に
基
づ
い
て
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
。
特
に

地
籍
調
査
に
つ
い
て

は
、
多
く
の
農
業
委
員

等
か
ら
早
期
完
了
を
求

め
る
意
見
が
出
さ
れ
ま

し
た
。
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令和4年度 補正予算

市関連施設での電気料をはじ
めとした光熱費上昇の影響と
見通しは。　

出産・子育て応援扶助費５１００万
円で実施する事業の概要は。

子育て世代へ
ＧＯ（５）・ＧＯ（５）ギフト

Q

鳥獣被害防止総合対策事業費
補助金１２２万１０００円の内容は。Q Q

妊娠の届け出の際に
面談を行い、サポーＡ

一般会計　７億２９２９万円を可決【１２月補正】

　１２月の定例会において補正予算が提出されました。補正予算は予算特別委員会での審査
後の本会議で、原案のとおり可決されました。

１２月の補正予算では、電気料
が約８９００万円、燃料費が約

獣害防止用の電気柵の補助を
前倒しして実施するもの。従

Ａ

Ａ

公的施設の
光熱費高騰の影響

獣害に
悩む農家に朗報

４００万円、指定管理委託料の上昇分
が約２１００万円、合計で約１億１４００万
円を上乗せ分として計上している。
今後のエネルギー価格の動向につい
ても、非常に懸念している。

小学校の管理に要する経費、
工事関連委託料３８９万４０００円
は学校の照明のＬＥＤ化を前
倒しして実施設計するための
ものだが、工事の予定は。

Q

本年度から５年間を学校施設
の長寿命化改修の集中取組期

Ａ

進む学校施設の省エネ

間としたこと、電気料金が高騰して
いることなどの理由により、来年度
からの４年間で小・中学校１６校の工
事を進める計画である。来年度は小
学校３校と中学校１校の工事を予定
している。

来は前年度に設置の希望を調査し
て、次年度に補助を実施している
が、水稲作付やサクランボ収穫前に
設置を希望する農業者の要望に応え

トするとともに、出産応援ギ
フトとして５万円を後日交付
する。出生の届け出時にも同様に面談
を行うとともに、子育て応援ギフトと
して５万円を後日交付する。また、事
業開始前に出生届を出した方には１０万
円を申請後に交付する。対象は令和４
年４月１日以降に出生の届け出をし、
基準日時点で市内に住民登録がある方。

て前倒しして年度内
に実施する。次年度
以降も同様の補助実
施を考えている。
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教えて っすケケロロ

商品券（見本）

寄附金（ふるさと納税）が約
３億円の歳入増で約３１億円と

ふるさと納税
３億円アップの見込み

Q

１０月末現在で、サクランボが
３万５５０９件、モモが４万５３１４Ａ

なるが、人気の高いフルーツの返
礼品の申込状況は。

件、ラ・フランスが１万４０３７件、リン
ゴが５３４８件、ブドウが６８６２件となっ
ている。全て昨年を上回っている。

ふるさと納税の申し込みが１２月に
集中すると聞いたけど、どうして？
ふるさと納税で住民税の控除を翌年に受ける

ＱＱ

には、１２月までにふるさと納税を済ませる必要
があります。また、控除できる上限額が分かる
時期が、その人の年間の所得額が分かる年末に
なることも原因の一つです。

ＡＡ

１２月定例会最終日
追加の補正予算を可決

　１２月定例会最終日の１２月１９日、追加の補正予算が
提出され、可決されました。この補正予算では、人
事院勧告に基づき、特別職の期末手当等の増額分と
して８０万３０００円を補正しました。

ガソリン等のプレミアム付商品券事業関連予算ガソリン等のプレミアム付商品券事業関連予算
５億９６７万円を可決（１１月補正予算）５億９６７万円を可決（１１月補正予算）

　１１月９日に、第５回市議会臨時会が開
催されました。同臨時会では物価高騰対
策関連の費用が計上された補正予算の審
議と採決が行われました。
　この予算には、冬期間の暖房や自動車
などの生活に欠かせない石油燃料の高騰
に対する支援策である、ガソリン・軽油・
灯油専用プレミアム付商品券事業関連の
費用が盛り込まれており、採決の結果、
全会一致で可決されました。

○�内 容　�１冊５０００円で販売。１万円分
が利用可能（１枚５００円×２０
枚入り）

商品券のプレミアム率は１００％！

○�対 象 者　�令和４年１１月１日時点で市内
に住民登録がある方、令和４
年１１月２日から１２月２８日まで
の期間に生まれた方または転
入した方

○�販売期間　１月１０日～２月２８日
○�使用期間　１月１０日～３月３１日
○�販売場所　�市役所、市内郵便局、天童市

観光物産協会
○�使用場所　�市内のガソリンスタンド、燃

料店（加盟店に限る）
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第５回臨時会（１１月９日）〈市長提出議案〉
議案番号 件　　　　　名 結　果

議第４１号 天童市手数料条例の一部改正に
ついて

原案可決
（全会一致）

議第４２号
山形広域都市計画事業天童市鍬
ノ町土地区画整理事業施行条例
の廃止について

原案可決
（全会一致）

議第４３号 天童市わらべ館の指定管理者の
指定について

原案可決
（全会一致）

議第４４号 天童市市民文化会館の指定管理
者の指定について

原案可決
（全会一致）

議第４５号 天童市立図書館の指定管理者の
指定について

原案可決
（全会一致）

議第４６号 天童市西沼田遺跡公園の指定管
理者の指定について

原案可決
（全会一致）

議第４７号
天童市高齢者健康福祉施設「天
童温泉 はな駒荘」の指定管理
者の指定期間の変更について

原案可決
（全会一致）

議第４８号
～

議第５０号
天童市情報公開・個人情報保護
審査会委員の委嘱について

同　意
（全会一致）

議第５１号 天童市固定資産評価審査委員会
委員の選任について

同　意
（全会一致）

議第５２号 令和４年度天童市一般会計補正
予算（第８号）

原案可決
（全会一致）

議第５３号
天童市特別職に属する者の給与
に関する条例及び天童市民病院
事業の管理者の給与等に関する
条例の一部改正について

原案可決
（全会一致）

≪委員会提出議案≫

議案番号 件　　　　　名 結　果

議第２７号 令和４年度天童市一般会計補正
予算（第６号）

原案可決
（全会一致）

第６回定例会（１２月５日～１９日）〈市長提出議案〉
議案番号 件　　　　　名 結　果

報第１０号
物損事故に係る損害賠償の額の
決定についての専決処分の報告
について

報　告

議第２８号 令和４年度天童市一般会計補正
予算（第７号）

原案可決
（全会一致）

議第２９号 令和４年度天童市国民健康保険
特別会計補正予算（第２号）

原案可決
（全会一致）

議第３０号 令和４年度天童市介護保険特別
会計補正予算（第２号）

原案可決
（全会一致）

議第３１号 令和４年度天童市後期高齢者医
療特別会計補正予算（第２号）

原案可決
（全会一致）

議第３２号 令和４年度天童市工業団地整備
事業特別会計補正予算（第２号）

原案可決
（全会一致）

議第３３号 令和４年度天童市水道事業会計
補正予算（第１号）

原案可決
（全会一致）

議第３４号 令和４年度天童市民病院事業会
計補正予算（第１号）

原案可決
（全会一致）

議第３５号 令和４年度天童市公共下水道事
業会計補正予算（第１号）

原案可決
（全会一致）

議第３６号 天童市個人情報の保護に関する
法律施行条例の設定について

原案可決
（全会一致）

議第３７号 天童市職員の定年等に関する条
例等の一部改正等について

原案可決
（全会一致）

議第３８号 天童市職員の高齢者部分休業に
関する条例の設定について

原案可決
（全会一致）

議第３９号 天童市一般職の職員の給与に関
する条例の一部改正について

原案可決
（全会一致）

議第４０号
天童市一般職の職員に対する退
職手当の支給に関する条例の一
部改正について

原案可決
（全会一致）

提出された議案とその結果
　令和４年度第５回市議会臨時会及び第6回定例会に提出された議案とその結果は、次のとおりです。

議案番号 件　　　　　名 結　果

委員会提出
議案第２号

シルバー人材センターに対する
「適格請求書等保存方式（イン
ボイス制度）」特例措置の実施
を求める意見書の提出について

原案可決
（全会一致）

　情報公開・個人情報保護審査会委員が令和４年
１２月３１日をもって任期満了になることに伴い、半
田稔氏（山形市）、中島宏氏（山形市）、髙橋奈津
氏（柏木町）を再び委嘱することに同意しました。

情報公開・個人情報保護審査会
委員の委嘱に同意

　現固定資産評価審査委員会委員の清野
由華氏（成生）が、令和４年１２月１４日を
もって任期満了になることに伴い、同氏
を再び選任することに同意しました。

固定資産評価審査委員会委員の
選任に同意
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各市議会報の具体的な改善点をアドバイス

本番に向けて熱の入る演習

議会のうごき議会のうごき（１０月２０日～１月１５日）
■１０月
　２０日　北海道網走市議会視察来童
　２４日～�２６日　総務教育常任委員会行政視察（愛

知県小牧市、岐阜県下呂市、愛知県東
浦町）

　２６日～�２８日　環境福祉常任委員会行政視察（長
崎県大村市・長崎市、佐賀県唐津市）

　　　　�経済建設常任委員会行政視察（福岡県糸
島市・朝倉市・中間市）

　３１日～�１１月２日　てんどう創生の会先進地視
察・研修（埼玉県秩父市、千葉県千葉市）

■１１月
　４日　議会運営委員会
　７日　市長要請全員協議会
　　　　大阪府高槻市議会視察来童
　８日　�山形県市議会議長会議会報研修会（広報

委員／米沢市）　
　９日　議会運営委員会
　　　　第５回市議会臨時会
　　　　全員協議会
　　　　�市長要請総務教育常任委員会（学校給食

センターの洗浄室の増築について、旧田
麦野へき地保育所の改修工事について）

　１０日　�第１４８回山形県市議会議長会総会（議長、
副議長、事務局長／南陽市）

　　　　天童市農業振興懇談会
　１４日　�東根市外二市一町共立衛生処理組合議

会　議会運営委員会
　１８日　福島県須賀川市議会視察来童
　２２日　市長要請各派代表者会
　　　　各派代表者会
　２４日　�東根市外二市一町共立衛生処理組合議

会　全員協議会・定例会
　２８日　議会運営委員会
　　　　中学生との意見交換会（三中・四中）
　２９日　中学生との意見交換会（二中）
　
■１２月
　５日～１９日　第６回市議会定例会
　５日　議会運営委員会
　　　　広報委員会
　９日　市長要請全員協議会
　１２日　議会運営委員会
　１３日　�市長要請経済建設常任委員会（天童農業

振興地域整備計画書（案）について）
　１５日　�市長要請各派代表者会
　　　　広報委員会
　１６日　議会運営委員会
　２３日　市長要請全員協議会
　　　　議員研修会
　　　　議会運営委員会
■１月
　４日　広報委員会
　１０日～�１１日　てんどう創生の会研修（千葉県千

葉市）
　１２日　広報委員会
　　　　市長要請各派代表者会
　　　　議会運営委員会

　
１１
月
８
日
に
米
沢
市
の

グ
ラ
ン
ド
ホ
ク
ヨ
ウ
で
開

催
さ
れ
た
同
研
修
会
で
は
、

山
形
新
聞
社
編
集
局
次
長

兼
報
道
部
長
の
松
田
直
樹

氏
を
講
師
に
迎
え
、
県
内

各
市
議
会
の
広
報
委
員
な

ど
が
受
講
し
ま
し
た
。

　
見
出
し
を
魅
力
的
な
も

の
に
工
夫
し
て
読
者
を
引

き
込
む
こ
と
、
文
を
な
る

べ
く
短
く
し
、
写
真
を
効

果
的
に
配
置
す
る
こ
と
、

な
ど
の
解
説
を
受
け
、
続

い
て
各
市
の
議
会
報
へ
の

具
体
的
な
改
善
点
の
ア
ド

バ
イ
ス
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
も
研
修
の
成
果
を

生
か
し
て
、
市
民
の
皆
さ

ま
に
親
し
ま
れ
る
議
会
報

づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

県
市
議
会
議
長
会
主
催
の
議
会
報
研
修
会
に
参
加

議
会
だ
よ
り
は
市
民
と
議
会
を
つ
な
ぐ
窓

議
会
だ
よ
り
は
市
民
と
議
会
を
つ
な
ぐ
窓

　１２月２３日、市役所で議員研修会を開催しました。
これは１月２１日に開催した議会報告・意見交換会を小
グループでの懇談会形式で行うため、参加者から意
見を引き出して深めていくファシリテーター（進行・
サポート役）としての役割を学びました。
　講師にホワイトボード・ミーティングⓇ認定講師
の工藤美季さんを迎え、話し合いのポイントや進め
方などを実践。議会報告・意見交換会当日の様子は、
５月１日発行の議会だよりでお伝えする予定です。

聴いて、話し合いを深める進行役に
議員研修会を開催
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小野寺さんが制作した精巧な切り絵

全長４０メートルのシートに描いた巨大な壁画

今回今回のの表紙イラスト表紙イラスト 作者紹介作者紹介

旬旬のトピックス
追跡！
議決された予算とその事業

今
回
の
表
紙
の
イ
ラ
ス
ト
は
、
二
中
２
年
の

小
野
寺
絆
さ
ん
か
ら
作
品
を
制
作
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

小
お

野
の

寺
でら

　絆
きずな

さん（二中２年）

冬なので、近年開催されていませんが、天童の雪灯籠
まつりを描きました。今年こそは開催されるといいなと思
いました。

作品の説明をお願いします。Ｑ
Ａ

難しかった点は。
雪景色ということもあり、色が単調なので、染めるこ
とが難しかったです。

Ｑ
Ａ

より良いまちづくりのために一言。
空き家や空き店舗などを利用し、絵や作った作品を展
示して、交流できる場をつくってほしいです。

Ｑ
Ａ

　
現
在
、
同
セ
ン
タ
ー
は
令
和
５
年

３
月
の
完
成
に
向
け
て
建
設
が
進
ん

で
い
ま
す
。
こ
う
し
た
中
、
昨
年
11

月
、
干
布
小
学
校
の
全
児
童
が
建
設

地
を
囲
む
防
じ
ん
シ
ー
ト
に
色
鮮
や

か
な
壁
画
を
制
作
し
ま
し
た
。

　
作
品
の
テ
ー
マ
は
、
総
合
学
習
で

取
り
組
ん
だ
こ
と
。
紅
花
、
ニ
ン
ジ

ン
、
メ
ダ
カ
な
ど
の
学
習
し
て
き
た

内
容
を
基
に
、
東
北
芸
術
工
科
大
学

の
卒
業
生
や
市
民
な
ど
を
メ
ン
バ
ー

と
し
た
「
天
童
ア
ー
ト
ロ
ー
ド
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
が
デ
ザ
イ
ン
し
た
も
の

を
、
羽
陽
短
期
大
学
の
学
生
と
児
童

が
協
力
し
て
一
緒
に
完
成
さ
せ
ま
し

た
。
児
童
は
こ
れ
ま
で
頑
張
っ
て
き

た
学
び
の
成
果
を
振
り
返
る
と
と
も

に
、
同
セ
ン
タ
ー
の
完
成
を
祈
り
な

が
ら
、
大
き
な
キ
ャ
ン
バ
ス
の
絵
を

伸
び
伸
び
と
染
め
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　
完
成
し
た
壁
画
は
、
３
月
の
建
物

完
成
近
く
ま
で
見
ら
れ
ま
す
。

完
成
へ
の
祈
り
を
込
め
て

3月定例会の
日程
２／２７ 月 本会議（初日）

２８ 火

３／１ 水

２ 木 本会議（一般質問）

３ 金 本会議（一般質問）

４ 土

５ 日

６ 月 常任委員会

７ 火 常任委員会

８ 水 常任委員会

９ 木 予算特別委員会

１０ 金 予算特別委員会

１１ 土

１２ 日

１３ 月 予算特別委員会

１４ 火 予算特別委員会

１５ 水 予算特別委員会

１６ 木

１７ 金

１８ 土

１９ 日

２０ 月 本会議（最終日）

中継あり

※��請願の締め切りは２月１６日（木）正午
の予定です。
※�日程は変更になる場合があります。詳
しくは議会事務局までお問い合わせく
ださい。

【広報委員会】委員長　水戸 　保　副委員長　山口 桂子　委員　伊藤 和子・渡辺 博司・佐藤 俊弥・熊澤 光吏・古澤 義弘

　令和４年３月定例会で可決された令和３年度補正予算（事業は令和
４年度に繰り越し）には、（仮称）干布地域交流・活性化センター（市
立干布公民館）建設の費用が計上されています。今回は、その後の状
況についてお知らせします。 
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